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古

田

英

生

（
昭
和
49
年
卒
）

国
鉄
通
学
と
城
監
督
の
サ
ッ
カ
ー
部

私
は
亀
山
か
ら
国
鉄
と
近
鉄
を
利
用
し
て

津
高
に
通
い
ま
し
た
。
国
鉄
紀
勢
本
線
に
は

蒸
気
機
関
車

(C57)
が
一
九
七
―
―
一
年
九
月

―
―
-
＋
日
ま
で
走
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
二
年

半
を
汽
車
通
学
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
亀

山
ー
下
庄
間
に
あ
る
安
濃
田
ト
ン
ネ
ル
(
-
―

一
六
•
四m
)が
近
づ
く
と
、
煙
に
お
そ
わ

れ
な
い
よ
う
に
客
車
の
窓
を
あ
わ
て
て
閉
め

た
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
な
ま
こ
饂
（
身
近

な
と
こ
ろ
で
は
「
く
ら
寿
司
」
の
よ
う
な
壁
）

で
個
性
的
だ
っ
た
津
駅
舎
が
現
在
の
駅
ビ
ル

「
チ
ャ
ム
」
に
建
て
智
え
ら
れ
た
の
は
同
年

＿
―
-
月
二
十
一
日
ー
た
め
に
無
煙
化
ま
で
の

半
年
あ
ま
り
の
間
に
、
開
業
時
は
真
っ
臼
だ
っ

た
一
番
線
ホ
ー
ム
側
の
チ
ャ
ム
の
醗
は
煙
の

議
牲
と
な
り
真
っ
黒
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
お
お
む
ね
一
時
間
に
一
本
の
少
な
さ
に

泣
か
さ
れ
る
の
は
今
も
同
じ
で
す
が
、
始
業

時
刻
に
間
に
合
っ
た
め
に
は
亀
山
発
七
時
十

二
分
の
伊
勢
市
行
き
列
車
に
乗
ら
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
関
・
亀
山
方
而
か
ら
の
「
国
鉄
組
」

は
生
徒
の
中
で
は
誰
よ
り
も
早
く
七
時
五
十

分
ご
ろ
に
学
校
に
着
い
て
い
ま
し
た
。
人
並

み
程
度
に
は
受
験
勉
強
も
し
ま
し
た
の
で
慢

性
的
な
疫
不
足
そ
れ
に
追
い
打
ち
を
か

け
る
「
田
舎
は
つ
ら
い
よ
」
の
早
朝
通
学
の

中
、
眠
気
も
さ
め
る
ひ
と
と
き
は
津
か
ら
津

新
町
ま
で
一
駅
だ
け
乗
る
近
鉄
で
、

S
学
園

の
お
姻
さ
ん
た
ち
と
一
紹
に
な
る
―
―
一
分
閻
で

し
た
。
あ
と
、
国
鉄
が
ら
み
で
苦
々
し
く
思

い
返
す
こ
と
は
、
高
二
の
文
化
祭
郎
に
夜
遅

く
ま
で
準
備
を
し
た
と
き
に
、
津
発
二
十
一

時
五
十
二
分
の
亀
山
行
き
最
終
列
車
に
乗
り

遅
れ
た
こ
と
。
当
時
は
、
そ
の
あ
と
二
士
一

時
一
十
分
発
の
東
皐
行
き
寝
台
急
行
「
紀
伊
」

が
あ
っ
た
の
で
や
む
な
く
乗
り
ま
し
た
ら
、

車
掌
さ
ん
に
B
寝
台
上
段
／
中
段
料
金
一
、

1
0
0
円
と
急
行
料
金
一

0
0
円
と
運
貨
八

0
円
の
切
符
を
切
ら
れ
ま
し
た
。
硯
在
の
津

か
ら
亀
山
の
運
賃
は
一
―
―
―

1
0
円
で
す
の
で
、

鉄
道
に
関
し
て
当
時
の
物
価
は
四
陪
と
し
て

お
考
え
く
だ
さ
い
。
そ
の
車
掌
さ
ん
は
職
務

1
4
{
!
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に
忠
実
で
当
然
と
い
え
ば
当
然
の
こ
と
を
し

た
だ
け
だ
っ
た
と
は
思
う
の
で
す
が
、
”
た
っ

た―

1
0
分
の
乗
車
で
一
、
二
八
0
円
！
II

と

い
う
数
字
は
四
十
五
年
経
っ
て
も
未
だ
に
忘

れ
ま
せ
ん
。
「
規
則
は
つ
ら
い
よ
」
ト
ホ
ホ
：

0

高
一
と
高
一
の
二
年
間
は
文
字
通
り
毎
日

が
サ
ッ
カ
ー
、
蹴
蹴
蹴
蹴
蹴
蹴
蹴
：
月
S
士

曜
の
練
習
に
加
え
て
、
シ
ー
ズ
ン
中
は
日
曜

に
試
合
で
県
内
の
い
ろ
ん
な
学
校
に
行
き
ま

し
た
。
写
真
は
修
学
旅
行
先
の
蔵
玉
の
御
釜

を
バ
ッ
ク
に
し
た
想
い
出
の
一
枚
で
、
後
列

左
か
ら
小
竹
惟
校
長
先
生
、
小
畑
良
洋
、
原

田
直
樹
、
中
村
俊
樹
、
川
口
寛
、
正
木
郁
夫
、

筆
者
、
大
杉
啓
―
-
、
城
秀
一
先
生
、
前
列
左

か
ら
中
西
秀
伸
、
西
村
修
一
、
大
平
陽
一
、

神
戸
洋
史
、
松
村
尚
。
監
督
の
城
先
生
は
、

四
日
市
中
央
工
業
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
名
監

督
と
知
ら
れ
た
城
雄
士
先
生
の
お
兄
さ
ん
で

し
た
。
そ
の
四
日
市
中
央
工
業
高
校
に
終
了

直
前
ま
で
1
|
0
で
リ
ー
ド
し
た
も
の
の
最

後
の
景
後
で
逆
転
負
け
し
た
と
き
に
は
、
全

貝
で
泣
き
ま
し
た
。
城
先
生
に
は
、
津
工
業

高
校
と
の
練
習
試
合
前
半
で
緊
張
感
を
欠
い

た
プ
レ
ー
を
し
た
と
き
と
、
大
阿
の
中
で
練

習
し
た
後
に
プ
ー
ル
脇
の
シ
ャ
ワ
ー
を
泥
だ

ら
け
に
し
た
ま
ま
に
し
て
苦
情
が
出
た
と
き

の
二
回
、
頭
烈
な
ビ
ン
タ
を
食
ら
い
ま
し
た
。

今
で
す
と
体
罰
云
々
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
城
先
生
に
心
身
と
も
に
厳
し
く
鍛
え

て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
、
津
高
時
代
の
貴
重

な
宝
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
城
先
生
は
惜
し

む
ら
く
は
―

-
0
0
0
年
七
月
二
十
二
日
に
亡

く
な
ら
れ
、
昔
を
一
紹
に
語
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
わ
れ
わ
れ
同
期
は
還

麿
を
過
ぎ
た
今
も
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
頻

繁
に
交
信
し
、
毎
年
正
月
一
一
日
に
は
新
年
会

を
続
け
て
い
る
次
第
で
す
。
津
高
に
感
謝
！

（
注
）
国
鉄
の
発
車
時
刻
は
一
九
七
―
一
年
十

月
の
時
刻
表
に
よ
り
ま
す
。
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